
◆鉄づくり千年の歴史
　７３３年に編集された『出雲国風土記』の中で、「鐵（ま
がね）」についての記録があります。「（仁多郡の）もろもろ
の郷から産出する鐵は堅く、種々の道具を造るのに最適」
などの記録から、8 世紀の初めには、すでに鉄づくりの拠
点となっていたことがわかります。
　以降、様々な改良が加えられながら発展していった製鉄
技術は、１７２７年に松江藩で定められた「鉄方御法式（て
つかたごほうしき）」という保護政策により、明治の初めま
では安定した経営が続きました。江戸時代末期の最盛期に
は全国の鉄生産量の８割以上を中国地方の鉄が占めたとい
われています。
　ところが、明治に入り価格の安い洋鉄の輸入が始まると、
たたら製鉄は衰退していきます。第二次世界大戦中に一時
的に操業されたものの、終戦とともに途絶えてしまいました。
しかし、世界に誇る日本刀づくりの技術を受け継いでいくた
め、１９７７年、日本美術刀剣保存協会が「日刀保たたら」
としてたたら製鉄を復元します。以降、現在に至るまでたた
ら製鉄による鉄の生産がこの地域で続けられています。

出雲國たたら風土記
いずものくに

～鉄づくり千年が 生んだ物語～

日本遺産に認定されてから10周年を迎えます。
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　かつて快挙をなしとげ、伝説となった東
新宿高校・定時制科学部。しかしその６年
後、顧問教師の藤竹は去り、科学部は消滅し
ていた―。日本屈指の進学校を退学して転
入してきた佐那は、自分の「欠けた部分」を
満たすため、「科学部」を再始動。画期的な
「ロケット」の開発に着手する！

（出版社紹介より記載）
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